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【手続補正書】
【提出日】平成26年8月22日(2014.8.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記憶手段を備えるネットワーク・デバイスを備える分散型データ記憶装置にデータを記
憶する方法であって、
　前記分散型データ記憶装置にデータ項目を記憶するためのリクエストを受信するステッ
プと、
　基準デバイスとして、第１のネットワーク・デバイスを選択する第１の選択ステップ、
および基準デバイスの時間経過中の可用性と非可用性の決定ステップと、
　少なくとも一つの第２のネットワーク・デバイスの時間経過中の可用性と、前記基準デ
バイスの時間経過中との可用性との対応関係の関数として、少なくとも一つの第２のネッ
トワーク・デバイスを選択する第２の選択ステップと、
　少なくとも一つの第３のネットワーク・デバイスの時間経過中の可用性と、基準デバイ
スの時間経過中の非可用性との対応関係の関数として、少なくとも一つの第３のネットワ
ーク・デバイスを選択する第３の選択ステップと、
　前記第２および前記第３の選択ステップで選択された少なくとも一つの第２および少な
くとも一つの第３のネットワーク・デバイスの記憶手段に、前記データ項目を記憶するス
テップを含む、方法。
【請求項２】
　前記第１、前記第２、前記第３の選択ステップは、前記データ項目が少なくともｋ個の
ネットワーク・デバイスに複製されるまで繰り返され、基準デバイスの前記第１の選択ス
テップは、当該方法のこれまでの繰り返しにおいて基準デバイスとして既に選択されてい
るネットワーク・デバイスの選択を除外し、ｋは、前記データ項目が複製されるネットワ
ーク・デバイスの数であり、ｋは、前記データ項目を記憶するための前記リクエストで特
定される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第２および前記第３の選択ステップは、前記データ項目が少なくともｋ個のネット
ワーク・デバイスに複製されるまで繰り返され、ｋは、前記データ項目が複製されるネッ
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トワーク・デバイスの数であり、ｋは前記データ項目を記憶するための前記リクエストで
特定される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記非可用性は、各要素が単位時間を表すベクトルとして記憶され、このとき前記ベク
トルの要素の数は時間間隔を表し、各要素の値は、前記ベクトルが関連付けられるネット
ワーク・デバイスの前記単位時間中の可用性を表し、第１の所定の要素の値は可用性を表
し、第２の所定の要素の値は非可用性を表す、請求項２または３に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１の所定の要素の値は、正の所定の値であり、前記第２の所定の値は、負の所定
の値であり、前記基準デバイスの前記非可用性の関数としての前記第２のネットワーク・
デバイスの前記選択は、前記ベクトルのうち２つの間の角度の算定により決定される逆相
関のレベルにより決定され、２つのベクトルには、前記角度が０に近づく際に強い相関関
係があり、２つのベクトルには、前記角度がπに近づく際に強い逆相関関係があり、前記
角度の値は逆相関の前記レベルを表す、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記角度は以下により算定され、
【数１】

　ここで、θは前記角度であり、ｘおよびｙは、前記２つのベクトルである、請求項５に
記載の方法。
【請求項７】
　前記第１の所定の要素の値は、二進法の１であり、前記第２の所定の要素の値は、二進
法の０であり、逆相関のレベルは、前記ベクトルのうち２つの間の論理ブーリアンＸＯＲ
演算の算定を介して決定され、前記論理ブーリアンＸＯＲ演算の結果が、前記２つのベク
トルの各々の前記要素の数に近づく非常に多くの1’sを有する場合は、２つのベクトルに
は強い逆相関関係があり、前記論理ブーリアンＸＯＲ演算の前記結果が、０に近づく多く
の1’sを有する場合は、２つのベクトルは強い相関関係があり、前記ブーリアンＸＯＲ演
算の前記結果における1’sの数は、逆相関の前記レベルを表す、請求項４に記載の方法。
【請求項８】
　前記基準デバイスは、前記ネットワーク・デバイスから任意に選択される、請求項２～
７のいずれかに記載の方法。
【請求項９】
　前記基準デバイスは、前記ネットワーク・デバイスから確定的に選択される、請求項２
～７のいずれかに記載の方法。
【請求項１０】
　記憶手段を備えたネットワーク・デバイスを備える分散型データ記憶装置にデータを記
憶する装置であって、
　前記分散型データ記憶装置にデータ項目を記憶するためのリクエストを受信する受信手
段と、
　基準ネットワーク・デバイスとして第１のネットワーク・デバイスの第１の選択を行う
選択手段と、前記基準デバイスの時間経過中の可用性と非可用性を決定する手段と、
　第２のネットワーク・デバイスの時間経過中の可用性と、前記決定手段により決定され
た前記基準ネットワーク・デバイスの時間経過中の可用性との対応関係の関数として、少
なくとも一つの第２のネットワーク・デバイスの第２の選択を行う選択手段と、
　少なくとも一つの第３のネットワーク・デバイスの時間経過中の可用性と、前記決定手
段により決定された前記基準ネットワーク・デバイスの時間経過中の非可用性との対応関
係の関数として、少なくとも一つの第３のネットワーク・デバイスの第３の選択を行う選
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択手段と、
　第２の選択のための前記選択手段および前記第３の選択のための前記選択手段により選
択されたネットワーク・デバイスに、前記データ項目を記憶する前記記憶手段と、を備え
る、装置。
【請求項１１】
　前記基準デバイスを前記ネットワーク・デバイスから任意に選択する手段を更に備える
、請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記基準デバイスを前記ネットワーク・デバイスから確定的に選択する手段を更に備え
る、請求項１０または１１に記載の装置。
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